
混合ワクチンを接種することで、死亡率の高い病気や、レプトスピラ症のように人に
うつる可能性のある病気の発症・重篤化を予防することができます。
病気に対する免疫をしっかりとつくるために、初年度は間隔を空けてワンちゃんは３回、
ネコちゃんは２回の接種が推奨されます。１歳以降は１年に一度の追加接種を受けましょう。

お散歩で外に出る子、他のワンちゃんネコちゃんに接する機会がある場合はもちろんですが、飼い主様が
知らないうちに病原体を運んでしまう可能性もあるため、お外にあまり出ない子でも予防は必要です。

最近ではトリミングサロン・ペットホテル・ドッグランなどの施設を利用する場合に、混合ワクチン接種証明書が
必要になることも多くなりました。また、災害時にペットシェルターへの受け入れが困難とならないよう、
環境省からも混合ワクチン接種が推奨されています。

このように普段の生活から万が一の備えにも、混合ワクチン接種は重要になっています。

また、ワクチン接種前には体重測定・視診・触診・聴診を行います。
ワクチン接種を受ける場合は健康状態に問題がないことが前提となりますが、このような診察が病気の早期発見や、
身体に起きている異変に気付くきっかけにもなります。

大切なペットを守るために
混合ワクチン接種をしましょう

ワクチン接種を受ける重要性 

混合ワクチンは種類によって予防できる病気が異なります。どのワクチンが適しているかは、その子の年間を通した
生活環境で変わってきます。獣医師と相談してワクチンの種類を決めましょう。

混合ワクチンで予防できる病気は？

・ 稀にアレルギー反応を起こしてしまうことがあるので、接種後はなるべく安静にしてよく様子をみてあげましょう。
・ 万が一体調が悪くなった場合にもすぐに対応できるよう、午前中か午後の早めの時間帯の接種をおすすめしています。
・ 接種後すぐはトリミングやペットホテルなどご利用いただけない場合がありますので、
  そういった予定と重ならないようにご注意ください。

ワクチン接種で気を付けることは？

犬の混合ワクチン 猫の混合ワクチン

※猫の５種ワクチンは
　取り扱いのない病院もございます。

混合ワクチンを接種することは、おうちの子を守るだけでなく、感染症の蔓延を防いだり、
人畜共通感染症を防止する観点からも非常に重要です。

必要な予防が分からないという方にも適切な予防医療がご提供できるようサポートいたします。お気軽にお問い合わせください。
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